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十

饴
(

l
H
o
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國

際

流

業

警

察:;
;
'
;
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:
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國

際

漁

業

囊

察

：
(

上
r

海
獸
及
び
海
魚
は
國
際
的
動
物
に
し
て
一
領
海
に
の 

み
棱
息
す
る
も
の
に
あ

ら

す

。

生
育
の
狀
態
食
物
の
關 

係
氣
候
の
變
化
生
殖
の
必
婴
上
一
領
海
ょ
り
他
の
領
海 

«
く
は
公
海
に
移
動
し
一
所
に
定
住
せ
ざ
る
を
常 

す
。
蒋
し1

國
に
し
て
之
が
濫
獲
を
な
さ
ん
か
時
と
し 

て
或
る
*
の
魚
族
を
絕
滅
し
他
國
の
食
料
其
他
に
影
響 

す
る
？！
あ
る
は
蓋
し
尠
少
に
あ
ら
ず
。
以
此
國
靡
協
約 

に
ょ
り
热
類
及
び
'海
獸
の
保
議
を
圖
b
.そ
の
增
瀨
を
し 

て
遺
慽
な
か
ら
し
め
以
て
人
類
の
食
物
被
服
其
の
他
要 

用
の
も
の
に
て
海
產
励
物
に
其
の
原
料
を
仰
が
ざ
る
ベ 

か
ら
ざ
る
も
の
を
充
分
な
ら
し
む
る
は
當
に
國
家
の
採 

る
べ
き
手
段
な
る
べ
し
。
殊
に
我
國
の
如
き
四
方
海
を 

以
て
圓
ま
れ
t
國
は
此
の
1

H
に
關
し
最
も
利
害
を
1

浓

淼

一
〇
〇

中
る
事
®
切
，な
る
も
.の
あ
り
。
左
に
世
界
列
强
が
相
議
' 

L

T

漁
獵
響
察
を
設
く
る
に
至
り
れ
る
類
末
を
略
述
し 

て
斯
道
の
參
考
に
資
せ
ん
ど
す
。
便
宜
の
爲
め
世
界
海
：
 

洋
を
四
温
に
分
ち
て
論
ず
。
，

第
一
ド
ー
バ
I
海
峽 

f

\

丨
海
峽
に
於
け
る
#

殼

及

び

の

他

の

漁

獵
'
 

に
關
し
英
怫
兩
國
は
自
國
沿
岸
に
於
て
^

獨
漁
獵
權
執
-
 

行
の
範
圆
を
協
足
せ
り
。
之
れ」

八
三
九
年
八
月
ニ
十 

1

日
巴
里
に
於
て
締
結
せ
ら
れ
た
る
議
定
に
か
、
り
コ
ー 

海
盟
以
外
に
在
り
.て
は
兩
國
民
は
協
同
漁
獵
を
な
し
得
.
.
 

ベ
く
此
の
場
合
に
於
け
る
兩
國
の
®
殼
獵
船
は
齊
し
く 

該
漁
船
の
性
質
を
明
示
し
番
號
を
附
す
る
の
.要
あ
b
 

兩
國
漁
船
に
し
で
逆
風
或
は
逆
潮
の
爲
め
に
三
海
狃
以 

內
に
漂
流
せ
し
時
は
靑
色
旗
を
揭
揚
す
べ
し
。
此
の
缉 

合
雨
國
巡
洋
維
は
其
の
侵
人
の
原
因
を
判
す
る
の
職
權 

t

o

巡
洋
艦
に
し
て
漁
船
領
海
以
內
に
於
て
漁
獵
{: 

從
谱
せ
ざ
り
し
を
確
認
す
る
時
は
漁
船
漁
夫
を
抑
仞
し
ノ 

或
は
其
の
他
過
酷
の
収
扱
を
な
さ
ざ
る
べ
き
を
£

め
た
.：

好ぬ蝴斑^^辦搬ぬ 後せ：蚀ぬ掷mrf 挪 钱 呼 ™ ~

t
 

.此
の
協
約
以
前
に
花
4

て
は
兩
國
の
寒
羅
船
相
手 

_

の
漁
船
に
對
し
屢
々
過
酷
の
取
极
を
な
し
國
際
带
議 

の
基V

J

な
り
し
事
あ
々
き
。
蓋
し
舉
獨
取
締
の
缺
陷
に 

■遊
く
i

云
ふ
べ
き
な
り
。
當
時
釣
糸
及
び
綱
を
使
用
す 

る
に
際
し
ト
ロ
I

ル
船
マ」

の
衢
突
を
を
防
ぐI

秫
の
協 

.同
方
針
確
立
の
必
耍
に
泜
ら
れ
た
り
。
以
之
兩
國
は
上 

述
の
協
約
に
よ
り
兩
國
民
の
同
數
を
以
て
組
織
せ
るj 

の
調
赍
會
を
設
け
兩
國
漁
比
の
指
«
た
る
べ
き
規
則
の 

編
成
に
著
手
せ
b

o
而
し
て
該
ド
ー
バ
ー
海
峽
に
於
け 

る
英
#
漁
民
指
導
規
則
は
一
八
四
三
年
五
月
二
十
四
日 

發
布
せ
ら
る
。
該
規
則
に
よ
り
海
庳
及
び
海
ロ
十
®
以 

-

內
の
灣は

！
：

ロ
連
'結
線
よ
.り
、
沖
に
向
い
三
®
の
距
離 

以
內
を
以
て
領
海
ビ
宠
め
、
雨
國
漁
夫
は
相
キ
國
の
領 

海
に
於
て
網
を
投
じ
蒞
く
は
其
の
他
の
方
法
に
よ
り
漁 

獲
す
る
事
を
禁
せ
ら
れ
各
漁
船
は
登
條
し
番
號
を
附
し 

,故
具
も
亦
同
じ
く
標
1
锻
號
を
附
す
\へ‘く
、
.
ト
ロ
ー
ル 

&

船
は
鰊
又
は
«
綢
使
州
區
域
內
に
A
る
を
禁
せ
ら
る 

M

つ
‘ト
口 

I
ル
は
餹
鰊
漁
船
ム
免
エ
沏
の
距
離
を
常
に 

笫

十

卷a

H

o五)

雜
錄
國
際
激
業
罾
察

保
つ
の
耍
ぁ
り
。
綱
目
の
.大
さ
同
時
R
確
定
せ
ら
れ
漁 

船
ょ
ヴ
バ
ラ
メ
ト
を
®
殼
床
に
放
下
す
る
を
許
さ
ず
。
 

協
約
國
の
巡
洋
艦
は
自
國
漁
船
に
同
規
則
_
行
の
任
に 

該
る
°
徂
し
協
約
國
一
方
の
司
令
官
は
他
方
の
漁
船
が 

一
規
則
違
反
行
爲
ぁ
り
れ
る
場
合
之
を
其
國
の
巡
洋
艦
に 
\

報
吿
す
る
の
義
務
ゎ
り
。
漁
船
間
の
距
離
漁
獵
の
時
期 

\

其
の
他
漁
獵
に
關
す
る
行
爲
に
し
て
他
船
に
损
窖
を
與 

|

ふ
る
の
惧
办
る
場
合
巡
羅
中
の
巡
洋
艦
は
違
反
激
の
國 

微
の
如
何
を
論
せ
ず
之
れ
.に
命
令
す
る
の
|1
を
«
與
せ 

ら
る
？
海
峡
漁
業
保
謎
の
吕
的
を
以
て
設
け
た
る
规
則 

遨
反
赉
は
特
設
の
裁
判
所
或
は
鄯
判
甯
に
ょ
り
て
辎
理 

せ
ら
る
べ
く
審
判
の
權
限
は
Ir
i
i國
の
漁
夫
間
に
生
じ
た 

|

る
間
@

«
く
は
ニ
國
»
夫
間
に
生
じ
た
る
も
の
或
は
巡 

一

洋

艦

司

令

官

が

裁

判

し

能

は

ざ

る

堪

件

■、
.
領

壤

宫

ゝ

m
 

關
吏
又
は
海
事
官
の
審
刺
し
能
は
ざ
る
事
件
を
取
极
ぷ 

に
在
h
。
俏
0
殺
人
若
ぐ
は
海
の
他
の
重
罪
»
#
は
各 

國
の
普
通
裁
制
所
に
於
て
密
理
裁
判
す
。.
尙
货
ニ
國
の 

司
令
官
は
維
盟
國I

方
の
漁
船
が
她
國
の
領
海
に
俊
入

策
九
雛
.

5

一



第

十

卷(

一
H

0

S
雜
錄
國
際
漁
靆
替
察

し
た
る
嫌
疑
あ
る
場
合
之
を
取
«
べ
蒞
し
違
反
の
事
實 

を
確
認
し
た
る
に
際
し
て
は
被
锆
を
抑
留
し
最
近
の
滩 

»

に
送
附
.し
て
^
判
に
附
せ
し
ひ
る
權
6
り
。
但
し
些 

少
の
祺
件
の
爲
め
漁
船
間
に
^

の
生
じ
ね
る
場
へ
ロ
に
.
は 

rri
令
{
Bは
8
係
船
を
抑
留
し
海
上
に
於
て
仲
裁
す
る
權 

-

あ
'り
。
萵
•！
右
仲
截
.に
服
せ
ざ
る
時
は
關
係
船
を
最
近| 

の
港
海
に
送
附
す
。
被
告
船
に
し
て
外
國
の
港
海
に
到\ 

著

し

た

る

場

合

は

四
：！：

以

內

に

自

國

に

送

附
せ
ら
る
ベ

.ノ
 

し
。
此
の
場
合
に
於
け
る
領
辭
官
の
責
任
は
必
要
な
る 

#
類
を
税
關
i!
:
若
く
は
海
事
官
に
送
達
し
次
い
で
か
、

. 

る
舉
仲
肷
扱
の
裁
判
所
若
く
は
裁
判
官
に
起
訴
す
る
もj 

©
と
せ
ら
れ
た
り
。 

™

該
協
语
取
就
協
約
は 

一
A-
六

七

年

十

一

月

十

】
\ 

]&
に

於

て

鋪

結

せ

る

英

佛

條

約

に

ょ

り

增

補

改

訂

せ

ら 

れ
た
り
。
此
の
倏
約
の
性
質
は
前
約
に
比
し
興
る
所
を 

見
ず
^
雕
も
ノ
第
四
條
に
於
て
兩
國
の
漁
夫
は
漁
業
巡 

洋
艦
の
司
令
宵
が
何
時
に
て
も
彼
等
の
認
可
狀
其
の
他 

の

,pb
錄
を
檢
閱
し
得
.ベ
き
も
の
-
^

J.

せ
為

o
.ŝ
t
、
!
^
^
.
、

笫

九

號

一

〇
ニ

認
可
®
其
の
他
の
記
錄
表
號
等
.に
關
ず
る
⑴
則
腾
行
の 

任
に
在
る
巡
洋
艦
は
谷
自
國
船
の
み
を
®
視
す
、
他
國 

船
に
し
て
該
規
則
違
反
の
場
合
に
は
逄
反
者
の
本
國
罚 

命

官

に

報

吿

す

.ベ

く

尙

ほ

外

國

潍

に

被

吿

船

を

抑

谢

す 

る
の
時
日
は
之
を
短
湔
し
て
三
n
間
i

せ
り
此
の
協
約 

に
ょ
り
定
め
&

れ
た
る
犯
罪
九
あ
り
。

第 

一
、
■
殼
獵
時
期
終
了
に
關
す
る
件
、

第
二
、
’
記
號
番
號
船
各
帆
細
俘
標
等
に
關
す
る
伸
" 

第
三
"
許
可
證
に
關
す
る
件
、

第
四
、
.國
施
及
舷
燈
に
關
す
る
件 

第
五
、
漁
船
間
の
距
離
に
關
^
-る
#
、

第
六
、
•漁
船
の
投
錙
區
域
に
關
す
る
#
、

第
七
"
投
網
に
關
す
る
件
、

'
第
八
、
綱
の
引
上
に
關
す
る
件
.

第
九
、
綱
に
附
著
す
る
浮
標
に
關
す
る
仲
、

以
上
の
條
項
違
反
の
場
合
は一

件
に
就
き
八
志
以
上 

の
#1
金
若
く
は
1
百
以
上
の
拘
傲
に
處
し
漁
船
區
域
脱 

出
の
罪
は
.十
#
を
超
へ
ざ
る
科
»
三
ヶ
月
以
內
漁
船
抑

すp、̂ レフ疼ハ於'̂技せ柄̂^^^.押た化が̂ ^<ノ分ニ奶发侦ザ^ ^

! !

怊
の
罰
に
科
す
べ
し
。
徂
し
暴
風
の
場
合
に
は
司
令
官 

は
締
盟
國
一
方
'0
漁
船
を
し
て
自
國
の
領
海
內
に
入
る 

報
を
許
可
す
。
.

第
二
、
'北
海
の
漁
獵 

北
海
の
版
獵
に
關
し
英
"
白
兩
國
間
に
一
八
五I

一
 
年 

三
月
ニ
十
二
日1

の
協
約
を
結
べ
り
。
乃
ち
兩
國
は
協 

約
國
一
方
の
6
民
が
他
方
の
領
海
內
に
於
て
»
獵
す
る 

の
權
を
認
む
。
後
十
年
を
經
て
雨
國
間
に
一
の
議
定
書 

調
印
せ
ら
れ
一
八
五
ニ
年
漁
業
協
約
は
現
诗
之
を
保
存 

し
將
來
に
於
て
新
な
る
協
約
を
締
結
す
る
の
希
盟
を
白 

M

政
府
は
表
明
せ
-N。

一

八
八
ニ
年
兎
月
六
日
海
牙
に 

於
て
英
、
白
、
丁
、
佛
、
獨
、
和
、
諸
國
北
海
漁
獵
警 

察
に
關
す
る
一
條
約
を
締
結
す
。
該
條
約
は
領
海
以
外 

七
於
て
締
课
國
の
漁
業
者
全
部
に
適
用
す
ベ
き
漁
獵
警 

察
规
則
を
定
め
た
り
。
自
國
漁
夫
は
干
潮
の
際
海
岸
ょ 

り
三
涯
以
內
の
海
面
に
於

て
獨
占
的
漁
獵
權
を
有
す
。

滩
»

に
關
し
て
は
十
«

以
內
の_

ロ
を« 1

線
を
以
て
連 

結

し

そ

れ

ょ

り

海

洋

：

4

句
ひ
三
'沏
に
達
す
る
區
域
を
以 

城

十

卷(

一H
o

セ)

雜
錄
國
際
漁
業
膂
衩

て
領
海
i
宠
む
。
反
之
灣
ロ
十
沏
以
上
の
場
合
は
普
通 

海
岸
に
於
け
る
ど
同
じ
く
干
潮
の
時
に
^
り
た
る
三
洲 

以
內
を
以
て
領
海
i
す
。
該
協
約
適
用
の
爲
め
北
海
の 

.

面
積
限
定
の
必
恶
に
迫
ら
れ
北
海
の
北
限
は
北
緯
六
十 

一
一
度V

J
1

ン
.デ
ス
,ホ
ー
ス
燈
臺
問
に
橫
る
諮
威
海
岸
に 

よ
ぅ
堺
せ
も
れ
夫
れ
よ
-

C
S

ぐ
ソ
ス
ト
I

レ
ン
燈
臺(
丁 

.
1

抹)

に
ー
直
線
を
劃
し
丁
、獅
"
和
、
白
の
海
岸
に
沿
ひ 

グ
リ
ツ
ネ
燈
臺
R
終
る
區
域
ビ
觉
む
。
西
方
は
グ
リ
ツ 

ネ
よ
b
英
國
サ
ク
ス
ホ
フ
ラ
ン
ド
に
.引
き
れ
る
I
IR
よ 

b
境
せ
ら
れ
失
れ
よ
り
英
國
及
び
蘇
格
蘭
の
東
海
岸
に 

沿
ふ
海
面
ビ
せ
む
。

-
,
,

|

漁
業
盤
視
は
締
盟
國(

0
を
除
き)

堪
艦
に
よ
6
て 

|

之
を
行
ふ
。
巡
羅
船
は
特
に
任
命
せ
る
官
ff
i

R
よ
ぅ
指 

、
揮
せ
ら
る
、
を
得
各
漁
船
は
各
自
國
に
於
て
登
條
し
赉 

.
搋
を
附
し
ボ
I

ト
に
標
識
を
施
し
附
鹰
具
亦
同
欉
の
规 

定
適
用
办
り
。
#
巡
羅
船
は
自
國
漁
船
に
對
し
て
の
み 

響
察
權
を
執
行
し
得
.ベ
く
他
國
船
規
則
違
反
の
場
合
は 

之
を
其
の
國
巡
羅
船
は
：報
街
す
る
の
義
務
あ
办
。
0
0

館

九

诚

一

〇

三



m

十

继

(

一
三
〇
八)

雜

錄

_

際
魏
業
警
察

に
し
て
漁
獵
髒
察
の
杻
に
あ
る
巡
洋
艦
司
令
官
に
服
せ 

ぎ
る
時
は
國
權
抵
抗
と
見
做
し
相
當
の
處
罰
あ
り
。

ぐ
.

其
の
後〕

八
八
九
年
二
月一

日
海
牙
に
於
て
締
盟
國 

に
a

言
t

o

該
宣
言
に
よ
り

1

' 

八
八

1
,
1

年
北
海
漁
®
 

倐
約
第
八
倐
第
五
孭
の
修
正
を
見
れ
り
。
.即
漁
船
の
標 

識
娇
號
に
關
し
船
籍
及
び
船
名
を
表
示
す
る
を
以
て

.
0 

的
ビ
す

。
fn
j
s

言
に
よ
り

標
號
數
字
は
凡
て
中
央
に
位 

す

^
帆
の
兩
而
に
遠
距
離
よ
々
鮮
明
に
認
め
得
る
如
く 

.汕
麗
を
以
て
明
か
に
之
を
記
す
る
を
要
す
。

一
八
九
一
年
五
月
ニ
：

n

に
：至
6

.
英
，
尚
兩
國
ブ
ラ
ツ 

七
ル
に
於
て
他
の
宣
苕
を
な
し
兩
國
の
漁
夫
間
に
起
れ 

る
爭
域
調
赍
を
進
行
せ
し
め
ん
^

せ

り

。

其

の

.調

资

の 

手
段
€

し
て
? 1
_

は
鐵
道
滩
«

馏
信
大
{1
1

の
指
名
せ
る
 

一一

名
の
官
史
を
英
固
商
務
院
に
て
任
命
せ
ら
れ
た
る
ニ 

名

の

委

員

を

以

て
 

一♦
の
調
赍
#

を

組

織

す

.0
此
の
調 

夜
：委
員
は
爭
議
發
生
の
现
狀
に
就
き
之
を
調
沓
す
る
の 

喪
あ
り
。
此
の
條
約
に
よ
り
委
員
會
が
相
當
の
理
_
あ 

b

ビ
認
め
れ
る
事
件
に
あ

ら
ざ
れ
ば
兩
國
政
府
に
移
牒

第
九
號
一
〇
四

せ
す
兩
國
政
府
は
協
約
實
行
及
び
違
反
者
處
罰
に
關
し 

必
要
な
る
法
案
を
自
國
立
法
部
に
提
出
す
る
を
誓
約
1>
:

第
三
、
北
太
西
洋
'

.

ジ

ョ

ン

及

び

セ

バ

ス

チ

ン

ガ

ボ

ッ

ト

が

】

四

九

七

年

 

\ 

二

ユ

ー

フ

ァ

ク

シ

ド

y

ン

ド

發

見

に

先

ち

約

一

世

紀

間

 

佛

國

漁

夫

は

莫

大

な

る

數

に

.於

て

二

ユ

ー

フ

ウ

ン

ド

ラ

 

ン

ド

附

近

に

來

り

漁

業

に

從

事

し

た

り

。

力

ボ

ッ

ト

の

 

發

見

後

一

五

八

三

年

に

至

6

テ

ー

ぐ

ン

フ

レ

ー

ギ

ル

-
、パ 

一

ー

ト

は

同

地

方

を

正

式

に

英

國

に

併

合

す

。

英

國

は

常

 

に

其

の

主

權

を

主

張

し

•た

り

V
」

雖

も

#

國

は

大

い

に

典

 

|

の

主

張

を

疑

間

V
J

し

多

く

の

場

合

に

於

て

或

は

#

國

の

 

\
主

張

疋

し

き

觀

を

堅

せ

り

。

チ

ヤ

ー

ル

ス

ニ

(i
t

の

復

立

 

は

ル

ィ

十

四

世

に

取

り

て

無

上

の

好

機

に

し

て

此

の

好

 

機

に

乘

じ

ル

ィ

十

四

世

は

闾

地

方

を

占

領

し

ブ

5フ

セ

ン

 

.シ

ヤ

ル

要

塞

を

築

&

一

 

六

六

ニ

年

ょ

り

1

七

一

三
年
の 

•
ク

ト

レ

ヒ

ト

條

約

に

至

る

迄

之

を

領

有

せ

.り

。

英

佛

間

 

に

締

結

せ

ら

れ

た

る

ク

ト

レ

ヒ

.
ト

條

約

に

ょ

り

“J

ユ

I

•Tr
'
^
•.‘ 
-■ 

'
ぃ.
I

プ
ァ
ク
ン
ド
ラ
ン
ド
及
び
其
の
附
近
の
鳥
峡
は
英
國
に 

讓
與
せ
ら
れ
ブ
ラ
セ
シ
シ
ャ
市
及
び
®
塞
其
の
他
佛
國 

如
た
り
し
部
分
は
悉
く
之
を
贫
國
に
讓
與
せ
り
。
但
し 

佛
國
；

IH

民
は
土
ユ
1
フ
ァ
ク
ン
ド
ラ
ン
ド
に
於
て
^
擞
ノ 

に
從
事
し
且
つ
之
を
乾
燥
す
る
の
特
權
を
認
許
せ
ら
れ 

れ
6
。

一
 

七
五
六
年
よ
り一

七
六
三
年
に
至
る
七
年
戰 

荜
の
終
渴
に
當
タ
三
國
は
巴
里
條
約
を
締
結
し
て
新
大 

睦
に
於
け
る
怫
國
領
土
の
全
都
を
§

讓
與
す
る
に
栗 

れ
る
も
同
條
約
第
五
條
に
よ
h

佛
國
K
民
は
，11_

ユ、丨 

フ
ァ
ク
ン
ド
ラ
ン
ド
海
岸
の
一
部
に
於
て
漁
獵
に
從
事 

し
傲
類
乾
燥
の
自
*
を
有
す
名
事
を
承
認
せ
ら
る
。
il
-
b 

、の

點
は
ク
.ト
レ
ヒ
ト
條
約
第
十
三
條
に
特
筆
せ
る
も

の
' 

ビ
锻
も
異
る
所
を
見
ざ
り
き
。
尙
.ほ
英
國
皇
帝
は
眼
國

K
民
に
セ
ン
ト
ロー

レ
ン
ス

腾
に
.於
て
も
漁
業
に
.從
事

す
る
の
權
を
與
へ
.
た
り
。
但
し
佛
國
K

民
は
海
岸
よ
b
 

三
リ
ー
ク
以
內
の
.海
而
に
於
て
漁
業
に
從
事
せ
す
る
ベ 

く
セ
ン
ト
.
.口.
丨
レ
ン
ス
«

附
近
の
大
陸
及
び
.島
嶼
に
於

て
も
同
樣
な
6

。

笫
十
继
，(

ニ
ニ
〇
九

)

雜•

錄
.

i

n

.

J

'七

，八
；
一
一

一

年

英

佛

間

に

平

和

克

復

す

る

R
當
ぅ
英
國
康 

帝
は
二
ユ
I
フ
.
Tゥ
ン
ド

ラ
ン
ド
右
岸
に
.於
け
る
佛
國 

庶
民
漁
獵
の
權
に
關
し
更
め
て
保
證
を
與
へ
た
り
宣
言

P
L 

J 
一
 

一
 

/
\ 

.

「

英
國
K i

民
は
二
ユ
ー
フ
ァ
ク
ド
ラ
ン

-
ド
海
岸
.一
於
け 

る
佛
人
の
漁
獵
を
妨
害
せ
ざ
る
ベ
し」

且
つ
英
國
皇
帝
は
.
^
類
乾
燥
場
納
屋
漁
船
修
權
に
必 

恶
な
る
樹
木
伐
採
に
.際
し
怫
人
妨
害
の
行
爲
を
禁
ず
ベ 

く
約
せ
b

.

。

同

時

：
に

佛

國

皇

帝

は

一

七

八

三

年

二

月

ニ
 

十
日
バ
ル
セ
ィ

.

ユ
'に
於
て
結
べ
る
屯
和
條
約
に
ょ
り
英 

國
が
«

國
に
讓
與
せ
る
‘

セ
.
ン
ト
ピ
ャ
ー
及
び
ミ
ヶ
TI

ン 

5

ユI
T

V

ァ
少
ン
ド
ラ
'
シ

ド

間

に

.在

る

泥

峽

の

中

流
 

以
外
に
於
て
佛
國
ぼ
民
の
漁
獵
.に
從
事
す
る
を
禁
北
す 

る
旨
宣
言
，せ
り
。
此
の
宣
言
は
其
.
の
後
f

B

七
十
餘
年
の 

間
何
等
‘の
變
觅
を
見
ず
し
て
經
過
し
一
八
五
七
年
一
月 

十
四
=

:
偷
敦
仅
.
於

て『

ュ
1

フ
ァ
ク
ン
.ド
ラ
ン
、ド
沿
岸 

及
び
其
'
の
附
近
沿
岸
に
於
け
，る
漁
業
權
'に
關
す
る
協
約 

を
締
結
者
れ
.
る
際
怫
國
民
：の
漁
業
權
を
洱
認
せ
り
。

第
九
雜
.

〇
Hi



第T

卷

(

一
三 

一o)

，

雜

錄

.

國
際
漁
業
替
察
，

此
の
條
.約
に
よ

6
佛
人
は 

一！
ユ
1

フ
ァ

ウ

ン

ド
テ

ン 

ド
の
東
海
岸
に
於
て
セ

ン

ト

ジ

ヨ

シ

岬

よ

り

力

ー

ポ

ン
 

雋
.に
.至

る

所

に

#
、
て
漁

業

の

目
的
に

よ
む
海
擯
使
用
し 

漁

業

の
特
占
權
を
許
與
せ
ら

れ

た

り

。
英
國
E
民
は
同

.
時

に

怫

國

人

ど

共

に

 

ー
！
ユ

ー

フ
ァ
ウ

ン
ド
ラ
ン
.ド
西
岸 

に
於
て
ノ
ー
マ
ン
岬
よ
り
多
少
の
部
分
を
除
き
レ
I
岬 

■に
至
る
問
に
於
て
.佛
A
V
J共
に
漁
業
に
從
事
じ
得
る
.權 

.を>

認
め
ら
れ
た
办
。：

佛
國
は
又
ブ
ラ
ン
サ
ブ
ロ 

I
ン
よ 

、

チ
ヤ
ー
ル 

'ス
岬
に
至
る
ラ
プ
ラ
ド
）
ル
沿
岸
於
て
北 

ベ
レ
イ
ブ
ル
海
岸
に
於
て
英
國
尻
ど
共
に
⑽
員
に
從
事 

す
る
の
權
を：

獲
得
せ
り
。
.英
國
は
其
の
他
の
公
共
の
目 

的
を
以
て
家
屋
を
建
築
す
る
の
權
を
保
切
し
ベ
ー
オ
フ 

■ア

イ

ラ

ン

ド

、
に

於

■て

W 

'
.
ツ
.
.ク
ホ
イ
ン
ト
よ
り
メ
1

卿
.
に

至
る
海
岸
を
占
有
し
河
川
に
於
て
漁
獵
の
全
權
を
保
留 

f

o

叙
上
の
區
域
內
に
於

て

，佛
人
が
漁
獵
に
從
事
す 

る
に
當
り
其
の
時
_
#
年
|ー
 
|月
豇
日
よ
り
十
月
五
日
迄 

ビ

限

宛

せ

ら

る

。
 

.
:

.

同
協
約
の
意
義
を
實
现
せ
.し
む

る
に
は
海
上
に
於
て

.
 

笫
九
號 

一Q
A-

一
種
0
强
カ
な
る
警
察
制
度
を
敷
く
る
の
：必
喪
あ
：る
を 

感
じ
協
約
第
九
條
を
以
て
#
國
海
軍
は
怫
人
に
.赋
與
せ 

る
#
占
漁
業
0
區
域
內
に
於
て
英
國
漁
船
の
俊
入
を
防 

ぎ
若
し
侵
入
せ
る
場
合
に
は
之
を
追
放
し
英
國
堪
艦
の 

五
海
见
以
內
に
在
0
た
る

場
合
に
は
之
に
其
の
報
實
を 

報
吿
せ
し
む
。
佛
人
#
用
の
爲
め
保
留
甘
ら
れ
れ
る
海 

岸
に
於
て
英
國
の
雞
說
.物
を
設
く
べ
が
ら
す
。
f
f
iし
平 

時
苦
ぐ
は
行
政
の
！

332

的
を
以
て
建
說
す
る
は
此
服
り
に 

非
す
。
英
fs
K
に
し
て
此
の
條
項
違
反
の
場
合
に
於
て 

は
英
海
軍
は
其
の
建
設
物
を
沒
收
し
英
國
巡
羅
艦
苦
< 

は
其
の
他
の
英
國
官
憲
が
五
沏
以
內
の
.距
離
に
あ
る
場 

合
に
は
建
設
物
の
取
拂
ひ
に
關
し
通
告
す
る
を
要
す
。
 

英
政
府
は
佛
漁
船
漁
具
等
は
冬
期
中
安
全
に
保
管
す
ベ 

き
を
柳
國
に
約
せ
り
。
此
の
場
合
に
於
け
る
逾
反
游
の 

逮
補
を
容
易
な
ら
し
む

る

が
爲
め
佛
國
政
府
は

か

、
る 

漁
船
漁
具
保
管
の
爲
め
海
岸
線
一
炖
以
內
に
於
て
三
人 

を
超
過
せ
ざ
る

限
度
を
以
て
英
國
或
は
佛
國
K
民
を
使 

用
す
る
事
を
許
：可
せ
ら
れ
た
力
。

5

…つ确诱激 1搞阴济教跑eど故撒没ミw •セ?挪鄉卸*^物̂ ^ -v嫌̂ ^ —

叙
上
の
ニ
國
が
採
用
せ
る
漁
獵
警
察
章
程
は
協
同
取 

締
制
度
を
確
立
せ
る
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
各
國
が
自 

己
の
ほ
民
.に
對
し
同
章
稆
»
行
の
權
を
保
留
せ
る
も
の 

な
&

。

然
る
に
か
、
る
制
度
に
在
り
て
は
章
程
適
用
に 

不
公
平
を
生
じ
緻
い
て
誤
解
を
來
た
し
協
約
の
精
神
を 

實
行
し
能
は
ざ
る
事
明
白
な
る
を
以
て
此
の
欠
陷
を
二 

ユ
ー
フ
ァ
ゥ
ン
ド
ラ
ン

ド
漁
獵
に
關
し
新
協
約
を
締
結 

し
其
の
®
行
に
當
む
て
は
エ
ユ

I

フ
ァ
ク
ン
ド
ラ
ン
ド 

離
會
の
承
認
を
經
る
を
要
す
る
事
ど
せ
.
-

CS。

然
る
に
同 

協
約
は
不
幸
實
施
の
運
に
至
な
す
し
て
止
み
れ
り
ど
雖 

も
新
協
約
は
前
潘
に
此
し
極
め
て
優
秀
な
る
點
を
有
せ 

し
寧
®
定
す
ベ
か
ら
ず
。
同
案
に
ょ
れ
ば
漁
業
警
察
及 

び
其
の
監
督
は
自
國
軍
艦
を
以
て
之
に
當
ら
し
め
巡
1
 

艦
词
令
宥
は
協
約
國
一
方
の
漁
船
.が

章

程

違

反

.の

場

合 

之
を
通
吿
す
る
の
義
務
あ
り
。
港
し
.
國
漁
夫
に
し
て 

英

國

人

の

不

法

行

爲

を

訴

ふ

名

に

.際

じ

て

は

英

國

莕

く 

は
佛
倒
巡
洋
艦
の
间
令
官
は
佛
國
漁
夫
.0
漁
業
權
を
侵 

書
し
た
る
英
國
人
の
?!
.#
を
禁
じ
得
る
:.
0

み
な
ら
す
被

铅

十

卷(

一三一：一

)

雜

、
錄

M

際
漁
業
瞥
察

吿
漁
船
を
退
去
せ
七
め
協
約
執
行
上
佛
國
旬
令
宵
は
逄 

反
考
に
必
耍
な
る
瞥
错
を
與
へ
之
に
服
せ
ざ
る
場
合
!■
: 

は
其
の
藤
具
を
沒
收
し
‘て
英
國
司
令
官
R
引
渡
し
苦
く 

は
海
岸
に
之
を
揚
陸
す
る
を
得
し
む
。
居
佔
英
人
に
し 

て
佛
人
の
漁
業
財
産
を
毀
損
す
る
が
如
き
行
爲
あ
る
峙 

は
協
約
國
軍
艦
司
令
官
は
右
事
情
に
就
き
詳
細
の
報
街 

|

を
な
す
義
務
あ
り
。
尙
ほ
章
程
違
反
の
行
爲
を
な
し
財 

|

產
損
壤
の
場
合
に
は
被
吿
國
鎅
軍
艦
の
坷
令
官
恶
く
は 

國
籍
巡
洋
艦
司
令
官
は
其
の
事
實
を
調
査
し
之
を
記
錄 

す
べ
き
も
の
ど
定
む
。
司
令
管
は
他
國
®
艦
司
令
官
を 

通
じ
て
直
接
叉
は
間
#
に
彼
等
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
間 

\

題
に
關
し
其
の
權
カ
の
齙
圍
內
に
於
て
即
時
裁
斷
を
與 

j

ふ
ベ
き
も
の
.

V」

す
。

其
の
後
チ
ユ
I

フ
ァ
ク
ン
ド
ラ
シ
、ド

に
於
け
る

伊
勢 

海
老
獵
の
問
題
に
關
し
英
怫
政
府
の
注
意
を
喚
起
しj 

八

九

〇

年
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